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直面している課題

農業人口・農作業
農家世帯での高齢者増加
厳しい重筋作業

緊急に解決すべき課題

労働環境
さらに厳しい生産環境

↓
力の補助による負担の軽減

農業をサポートする新技術の開発

国内農業の存続に向けて

農業従事者の負担を軽減



農業従事者の年齢階層別の推移

２００７年問題⇒団塊世代リタイアの増加

第２の人生生活＝農作業を基軸としている人の増加



狭い・傾斜 領域 広い・平坦

従来のスタイル 形態 大型機械

日本では傾斜が多い

現状・・・機械のみで行うことは困難

人間の動きをサポートするロボットが有用



高齢者の健康と安全のための装着型ロボットの構築

労働者の負担減

作業効率の向上

農業の活性化



現状問題の打開と対策

高齢者の農作業労働の支援

ウェアラブルロボット

＋

農作業環境の快適化

ユビキタス技術の導入



ウェアラブルロボットの
達成目標

2.脱着時間の短縮(2分以内)

3．装着性の良いロボットの開発

1．軽量コンパクトなウェアラブルロボットの開発（6kg程度）

4．当研究室で開発した超音波モータの使用

5．農作業アシスト率50%、搬送重量20ｋｇ性能の達成

6．購入し易い、低コストのウェアラブルロボットの開発



快適な農作業環境の
達成目標(将来計画)

1．健康・安全確保のためのセンサの装備

2.天候気温変化など必要な農作業情報機器の装備

3．農作業者同士のコミュニケーションツールの装備



『次世代の農業水産業先導する革新的技術の研究開発』

『軽労・省力・安全生産システム』

農林水産研究基本計画

ウェアラブルアグリロボットによる効果

１人当り⇒ １０万円の節約

１０万円×２００万人

＝２０００億円の医療費削減２０００億円の医療費削減

医療費

２５％の労働効率向上

１日当り人件費⇒ ３０００円削減

３０００円３０００円××２５０日２５０日××５年＝３７５万円－維持費１５０万円５年＝３７５万円－維持費１５０万円

＝２２５万円 コスト減

労働コスト





将来構想（アグリメイトシステム）
機械的な補助による労働軽減とユキビタス
技術の導入によって健康・安全・天候情報・
仲間とのコミュニケーションネットを形成する
総合的農作業支援システムの構築を目指す

コミュニケーション情報交換

農作業・健康 支援管理センタ

各種ツールの付加

・健康センサ

・コミュニケーションツール




